
学科名：2019年度は2学科分合同

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値
目標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 ＊上段は中
間報告、下段は最終報告

①PPTを利用したリテラシー教育を
実施し、動画制作にも取り組んで
いる。②7月末締め切りで契約雑誌
の見直しを実施、DBのトライアル
も実施、電子書籍講習会は後期実
施予定。③什器の納入が遅れたた
め、11月の閉館日を利用した環境
整備計画を立てている。

①PPTを利用したリテラシー教育を
実施し、新入生向けの動画制作も
完了した。新入生ガイダンスで使
用予定。
②契約雑誌の見直しを実施、DBの
トライアルも実施、電子書籍につ
いては、カリキュラムに合わせた
新規購入を実施した。
③2階カウンター南側をアクティブ
ゾーンとし、大型モニターによる
DVD上映を実施、テーマの測した展
示も実施。

館内での研修を実施、学外研修以
外に遠隔研修にも各自参加してい
る。

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に
基づいて、多様な学生を募集
し、その入学を許可し、積極的
に資源配分を整備して学生の学
習支援を図り、成績評価基準等
に従って学習成果の獲得状況を
評価して、学習成果の獲得が向
上するように教育方法、教育課
程及び教育プログラムの見直し
を行う。また、学生のニーズを
的確にとらえ、それに対応した
学習支援の環境を整えるため
に、 学生生活支援のための組織
や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（又は事務部）： 　図書館事務課 計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

［人的資源］
有能な教職員（人的資源）を雇
用して、学習成果を獲得するた
めの教育課程及び教育プログラ
ムを構築し、教育の実践におい
ては量的・質的データを基に学
習成果を分析・評価し、恒常的
かつ系統的な自己点検・評価を
行うとともに、三つの方針を見
直し整備する。また、組織的な
FD・SD 活動を推進し時代の変化
に対応できるよう教職員の資

質、教育能力、専門的能力の向
上を図る。

担当職務や習熟度に応じた、学内・
学外の研修に積極的に参加する

①館内整理日にはカウンター対応
を中心とした研修を実施

②関係団体主催の研修会に参加す
る

事務関係諸規程を整備して事務組織
の責任体制を明確にして、専門的な
職能を有する事務職員の能力や適性
が十分に発揮できる環境を整え、事
務職員は学生の学習成果の獲得が向
上するよう教員や関係部署と連携し
て日常的に業務の見直しや事務処理
の点検・評価・改善を行い、規程に
基づきSD活動を通じて職務を充実さ
せ、教育研究活動等の支援を行う。

（1）教員は、教育目的・目標の達
成状況を把握してシラバスに示した
成績評価基準により学習成果の獲得
状況を評価し、学生による授業評価
を定期的に受けて授業改善し、学生
に対して履修及び卒業に至る指導を
行うなど、学習成果の獲得に向けて
責任を果たす。
（2）事務職員は、所属部署の職務
を通じて教育目的・目標の達成状況
を把握し、学習成果を認識して学習
成果の獲得に貢献するとともに、学
生に対して履修及び卒業に至る支援
を行い、学生の成績記録を規程に基
づき適切に保管するなど、学習成果
の獲得に向けて責任を果たす。
（3）教職員は、学生の学習向上の
ために支援として、図書館又は学習
資源センター等の利便性を向上さ
せ、学内LAN及びコンピュータの利
用を促進し、適切に活用し、管理す
るなど、学習成果の獲得に向けて施
設設備及び技術的資源を有効に活用
する。

①現在実施している情報リテラシー
教育の見直しを行う。

②本学カリキュラムに対応すべく契
約雑誌・データベースの見直し、電
子書籍の整備を行う｡

③図書館のゾーン分けを見直し、学
生の学修環境を整備する。

①学生の理解度に応じた内容とな
るよう、パワーポイントの作成、
動画の作成を行う。

②7月10月を締め切りとし、契約雑
誌・DBの見直しを実施。新規DBの
トライアル、電子書籍利用講習会
の実施。

③8月・9月４Fグループ学習室の整
備を中心に、閲覧室の整備を実施
する
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学外での研修会に積極的に参加
し、研修内容を反映したリテラ
シー教育教材を各自制作してい
る。

①選書ツールシステムを導入し、
運用を開始している。問題点の検
証をしながら、システムとの連携
を図っている。②7月JAIRO Cloud
研修へ参加、新規雑誌の搭載、イ
ンデックスの追加整備を随時実施
している。

①選書ツールシステムとシステム
の連携を図り、業務の効率化を
図った。②7月JAIRO Cloud研修へ
の参加②新規雑誌の搭載、イン
デックスの追加整備を随時実施し
ている。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆
（１）2019年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。
（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［物的資源］
短期大学の設置者の事業計画に
従い、教育課程と学生支援の充
実のために、短期大学設置基準
に規定される校地、校舎、施設
設備、その他の物的資源を整
備・活用する。

［人的資源］
有能な教職員（人的資源）を雇
用して、学習成果を獲得するた
めの教育課程及び教育プログラ
ムを構築し、教育の実践におい
ては量的・質的データを基に学
習成果を分析・評価し、恒常的
かつ系統的な自己点検・評価を
行うとともに、三つの方針を見
直し整備する。また、組織的な
FD・SD 活動を推進し時代の変化
に対応できるよう教職員の資

質、教育能力、専門的能力の向
上を図る。

担当職務や習熟度に応じた、学内・
学外の研修に積極的に参加する

①館内整理日にはカウンター対応
を中心とした研修を実施

②関係団体主催の研修会に参加す
る

①2018年度に更新した図書館システ
ムのより充実した運用を行い、残業
時間の軽減に努める

②2018年度に移行した学術成果リポ
ジトリを適切に運用し、搭載件数と
種数の件数を拡大する

①-1　6月書店の選書システムを導
入する
②-2　10月選書システムと図書館
システムの連携を図る

②-１　7月JAIRO　Cloud研修への
参加
②-2　新規雑誌の搭載、インデッ
クスの追加整備

短期大学設置基準の規定を充足する
校地と校舎、運動場、体育館、学

科・専攻課程の教育課程編成・実施
の方針に基づいて授業を行う講義

室、演習室、実験・実習室、機器・
備品を整備し、図書館又は学習資源
センター等の蔵書数、学術雑誌数、
AV資料数及び座席数等が適切で、障

がい者への対応も配慮する。

事務関係諸規程を整備して事務組織
の責任体制を明確にして、専門的な
職能を有する事務職員の能力や適性
が十分に発揮できる環境を整え、事
務職員は学生の学習成果の獲得が向
上するよう教員や関係部署と連携し
て日常的に業務の見直しや事務処理
の点検・評価・改善を行い、規程に
基づきSD活動を通じて職務を充実さ
せ、教育研究活動等の支援を行う。
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